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（○は常議員）

粟 谷 圭 吾
逢 坂 俊 宏
児 玉 二 郎
佐 竹 義 治
西 尾 清 明
福 永 光 宏
藤 倉 誠 司
松 岡 　 晃
三 沢 信 博
村 田 浩 司
元 木 厚 博

常 務 取 締 役
執行役員支店長
事 務 部 長
会 長
常務執行役員工場長
工 場 長
執行役員支店長
代 表 取 締 役
所 長
監 査 役
所 長

日 亜 化 学 工 業 ㈱
㈱徳島大正銀行阿南支店
王 子 製 紙 ㈱ 富 岡 工 場
阿 南 信 用 金 庫
新日本電工㈱徳島工場
倉 敷 紡 績 ㈱ 徳 島 工 場
㈱ 阿 波 銀 行 阿 南 支 店
ソルベイ・スペシャルケム・ジャパン㈱
J-POWERジェネレーションサービス㈱橘湾火力運営事業所
八 重 川 海 運 ㈱
四国電力㈱徳島支店営業部阿南営業所
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１号議員（38名） ２号議員（26名）

３号議員（11名）

氏　　名 企　業　の　名　称 役 職 名
青 木 　 晃
今 治 広 行
岩 城 由 美
岩 浅 睦 生
大 津 裕 哉
片 山 　 毅
兼 松 　 功
四 宮 　 仁
鳥 海 勇 二
西　岡　恵美子
西 野 友 洋
平 尾 勲 雄
平 野 惣 吉
藤 崎 耕 治
森 　 容 一
森 本 則 明
柳 本 義 雄
山 本 史 夫
横 手 光 晴
吉 岡 陽 子
池 添 恭 弘
岩 浅 良 治
江 本 憲 市
佐々木　一　成
四 宮 　 浩
島 村 敏 明
新 野 哲 朗
竹 内 　 正
新 居 洋 子
撫 中 大 輔
岡 久 喜 寛
谷 　 章 次
新 田 秋 宏
福　井　七五三夫
町 田 哲 子
森 　 和 也
横　手　晋一郎
若 木 康 正

代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
経営企画室長
代 表 者
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
取 締 役
代 表 取 締 役
取 締 役 会 長
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 者
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
取 締 役
代 表 取 締 役
監 査 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役

葵 建 設 ㈱
㈱ い ま じ
医)翠松会岩城クリニック
岩 浅 印 刷 所
㈲ 大 津 屋
太 陽 高 速 印 刷 ㈲
㈱ ア イ テ イ ス ト
宮 和 海 運 ㈱
鳥 海 印 刷 ㈲
㈲ 徳 島 中 央 観 光
西 野 建 設 ㈱
㈱ 日 誠 産 業
㈱ 平 惣
㈱ Ｇ Ｆ
モ リ ソ ン ズ
㈱ 八 千 代 組
㈱ ベ ル フ ォ ー レ
大 和 観 光 ㈱
光 晴 汽 船 ㈱
美 原 工 業 ㈱
㈱橘コーポレーション
㈱ ド バ シ
江 本 食 品 ㈲
佐 々 木 運 輸 機 工 ㈲
㈲ み や ひ ろ
島 村 建 設 ㈱
新 野 木 材 ㈱
㈲ 竹 内 水 産
㈱ ニ イ バ イ オ
末 廣 海 運 ㈱
㈲ 岡 久 運 送
加 茂 谷 運 送 ㈱
㈲ ま る す
鳳 建 設 ㈱
㈲ 料 亭 ま ち だ
㈱ 森 商 店
阿南生コンクリート工業㈱
若 木 機 工 ㈲

氏　　名 企　業　の　名　称 役 職 名
青 木 孝 憲
榎 本 眞 之
岡 本 忠 晃
橋 本 　 滋
原 　 芳 和
森 　 活 也
石 川 高 義
岡 澤 　 智
鈴 木 琢 也
虎 尾 武 俊
西 岡 　 章
星 場 俊 之
武 田 仁 志
中 西 一 浩
廣 瀬 諭 志
松 浦 浩 二
八 木 健 造
河 内 志 郎
清 原 裕 登
篠 原 好 貴
西 田 祥 典
古 里 健 一
和 渕 祐 子
篠 野 忠 弘
湯 浅 恭 介
大 上 善 弘

代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 者
取締役上席執行役員
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 者
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代表取締役相談役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 者
代 表 者
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役
代 表 取 締 役

㈲ 青 木 産 業
㈲ イ ー ノ カ ン パ ニ ー
㈲ ガ レ ー ジ 岡 本
橋 本 砿 油 ㈲
㈱ 原 建 材 店
㈱ ワ ン ダ ー
石 川 木 産
阿波製紙㈱阿南事業所
㈲ 日 栄 工 業
虎 尾 商 事 ㈲
西 部 木 工
㈱ 岡 部 機 械 工 業
㈲ ウ ッ デ ィ ー ワ ン
中 西 鉄 工 ㈲
㈱廣瀬諭志建築設計事務所
㈲ 松 浦 建 設
八 木 建 設 ㈱
桜 マ テ リ ア ル ㈱
徳島県南メディアネットワーク㈱
㈱マザーアースエンタテインメント
㈱ 西 田 企 画
古里社会保険労務士事務所
わ ぶ ち ピ ア ノ 教 室
篠 野 海 運 ㈱
志 満 や 運 送 ㈱
㈱保険パートナーまごころ

氏　　名 企　業　の　名　称 役 職 名

　

９
月
30
日
㈫
、
兼
松
会

頭
（
阿
南
市
高
規
格
道
路

等
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

長
・
那
賀
川
渇
水
対
策
協

議
会
長
）
が
岩
佐
阿
南
市

長
、
橋
本
那
賀
町
長
と
共

に
高
松
市
の
国
土
交
通
省

四
国
地
方
整
備
局
を
訪
問

し
、
豊
口
局
長
に
対
し
て

要
望
し
ま
し
た
。

　

四
国
地
方
整
備
局
か
ら

は
、
豊
口
局
長
は
じ
め
福

本
道
路
部
長
、
石
﨑
河
川
部
長
、
若
尾
企
画
部
長
が
同
席
す

る
な
か
、
四
国
の
東
南
部
に
お
い
て
高
規
格
道
路
整
備
が
大

幅
に
遅
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
地
域
経
済
を
支
え
る
「
活
力

の
み
ち
」、
大
規
模
自
然
災
害
時
に
お
け
る
「
命
の
み
ち
」

と
な
る
徳
島
南
部
自
動
車
道
の
早
期
開
通
と
阿
南
安
芸
自
動

車
道
の
更
な
る
南
進
に
つ
い
て
、
ま
た
、
企
業
活
動
に
必
要

な
那
賀
川
の
水
の
安

定
供
給
と
流
域
の
治

水
・
利
水
の
課
題
解

決
に
向
け
た
各
種
対

策
を
盛
り
込
む
と
共

に
、
長
安
口
ダ
ム
改

造
事
業
、
小
見
野
々

ダ
ム
再
生
事
業
の
早

期
完
了
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な

予
算
措
置
を
要
望
し

ま
し
た
。

地
域
経
済
を
支
え
る

高
規
格
道
路
の
整
備
促
進
と

那
賀
川
水
系
の
適
切
な
維
持

管
理
・
整
備
を
要
望

地
域
経
済
を
支
え
る

高
規
格
道
路
の
整
備
促
進
と

那
賀
川
水
系
の
適
切
な
維
持

管
理
・
整
備
を
要
望

（順不同） （順不同）
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　10月７日から８日にかけて、中小企業振興特別委員会の委員らは、
エコノミックガーデニングの先進地として知られる愛媛県東温市と松
山市を訪問し、企業視察および関係者との意見交換を行った。
　東温市では、「中小零細企業振興基本条例」をもとに策定された「行
動指針」に基づき、地域に根ざした中小企業振興を積極的に推進して
いる。専門家、事業者、商工団体、金融機関などで構成される「円卓会議」
を中心に、現場の意見を反映した支援施策を展開している点が特徴で
ある。事業所紹介冊子の作成をはじめ、創業・商品開発・人材育成な
ど11項目にわたる応援補助金、さらに地元産品の魅力向上を目的とし
た「SAKURA select創出事業」など、多様な取組が行われている。
　松山市では、「中小企業振興基本条例」と「中小企業振興計画（第２期）」

を柱に、創業から経営革新まで一貫した支援体制を整備している。特に「松山しごと創造センター」においては、専門家に
よる無料相談や実践的なセミナーを通じて、ワンストップでの支援を
実現しており、地域経済の基盤を支える重要な拠点となっている。
　また午後から行った企業視察では、子育て中の女性が抱える「働き
たいが働けない」という課題に対し、ワークシェアリングやスポット
ワークを活用して就労機会を創出する事例を見学した。多様なスキル
を活かし、地域活性化に結び付ける取組みは、女性が働きやすい環境
づくりの好例として参考になった。
　今回の視察を通じ、地域特性を生かした支援システムや行政と民間
の連携、さらに女性が働きやすい環境づくりの重要性を改めて確認す
ることができた。本市の今後の中小企業振興施策を進めるうえで、極
めて有意義な視察であった。

　阿南商工会議所
女性会では、環境
問題への取り組み
として、ゴーヤを栽
培して出来上がっ
た“みどりのカー
テ ン”で 節 電 や
CO2削減を目指す
「みどりのカーテン
プロジェクト」を毎年開催しており、今年も市内の学校や企業に多
くご参加いただきました。
　そして、この度プロジェクトの一つとして各団体で育てた“み
どりのカーテン”の出来栄えなどを競うコンテストを開催し、
14点の応募の中から入賞した団体の表彰をしました。

「みどりのカーテンコンテスト」入賞団体
●企業の部　　　　　　　　　　　 ●学校の部
　優　勝　県南てれび　　　　　　　 優　勝　大野小学校
　準優勝 阿南生コンクリート工業㈱　 　準優勝　中野島小学校
　第３位　新日本電工㈱　　　　　　 第３位　新野東小学校
　第４位　中川農園
　第５位　加茂谷プロパン㈲

「みどりのカーテンコンテスト」
審査会・表彰式開催！ 　10月３日・４日、商業部会視察研修として関西万

博及び淡路島を訪問した。
　パソナ館では、培養液中で拍動する「動くｉＰＳ心
臓」の展示を見学し、未来医療の可能性を実感した。
　また、「地方創生セミナー」では、㈱パソナふるさ
とインキュベーション旅行事業部部長 渡部泰徳氏よ
り「人が働き・学び・暮らす場を創る」という理念のもと、
廃校を利用した「のじまスコーラ」など地域資源を活
かした取組について講話を受けた。
　その後、空き店舗を利用した淡路夢舞台オフィスな
どを視察し、地方創生の現場を学ぶ貴重な機会となっ
た。

修修修研研修視察研視会視視商業部部会視視会業部会 修視 研視 研察研修察視 修部 研研研修修商 会視業部 修修業部会視察察 修視察研修商業部会視察視会視視 修修研修察研商業部会視察研修商業部会視察研修

～東温市・松山市（愛媛県）の先進事例を学ぶ～
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那賀川探検バスツアー：記念撮影 那賀川を学ぶ講座第12回：感想を発表

「
な
か
が
わ
探
検
バ
ス
ツ
ア
ー
」

８
月
24
日
㈯
参
加
者
：
子
ど
も
６
名
、

保
護
者
８
名

〝
ゆ
き
か
う
那
賀
川
推
進
会
議
〞
は

「
山
や
森
林
の
理
解
を
深
め
よ
う
！
フ

ァ
ガ
ス
の
森
の
中
の
散
策
や
薪
割
り

に
も
挑
戦
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
元
、
流
域
の
小
学
生
を
対
象
に
「
な

か
が
わ
探
検
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
行
程
は
、
阿
南
市
役
所

を
出
発
、
長
安
口
ダ
ム
の
見
学
、
フ

ァ
ガ
ス
の
森
高
城
（
那
賀
町
沢
谷
字

ヶ
谷
１

－

１
）
に
て
周
辺
の
散
策
・

薪
割
体
験
等
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

ま
ず
は
８
時
30
分
に
阿
南
市
役
所

で
バ
ス
に
乗
車
、
那
賀
町
役
場
で
も

参
加
者
を
乗
せ
て
長
安
口
ダ
ム
へ
。

ま
ず
左
岸
展
望
台
で
概
要
を
、
さ
ら

に
ダ
ム
天
端
を
歩
い
て
右
岸
展
望
台

へ
移
動
。
や
は
り
間
近
で
見
る
ダ
ム

は
大
き
か
っ
た
で
す
。
ま
た
洪
水
を

調
節
す
る
ゲ
ー
ト
の
大
き
さ
に
も
ビ

ッ
ク
リ
で
す
。
こ
こ
で
は
、
ク
イ
ズ

を
交
え
な
が
ら
説
明
し
て
も
ら
い
、

ダ
ム
の
役
割
や
洪
水
調
節
に
関
す
る

理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
バ
ス
は
フ
ァ
ガ
ス
の
森
高

城
を
目
指
し
て
上
流
へ
。
ス
ー
パ
ー

林
道
を
し
ば
ら
く
行
く
と
舗
装
も
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
悪
路
ゆ
え
、「
あ
と

７
キ
ロ
」
の
道
路
標
示
を
見
て
か
ら

が
「
何
と
遠
い
」
と
思
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
到
着
後
、
た
だ
ち
に
美
味

し
い
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
、
最
初
の
メ
ニ
ュ
ー
は
フ
ァ

ガ
ス
の
森
の
散
策
で
す
。〝
地
下
足
袋

王
子
〞
の
異
名
で
親
し
ま
れ
る
名
物

管
理
人
の
平
井
滋
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
木
や
草
花
・
キ
ノ
コ
の
名
前

を
教
え
て
も
ら
い
、
シ
カ
に
よ
る
害

も
間
近
で
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た

小
さ
な
沢
に
行
け
ば
、
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
を
見
る
こ
と
も
で
き
て
喜
ん
で

い
ま
し
た
。そ
の
次
に
は
薪
割
り
体
験
。

保
護
者
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

初
め
て
の
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
み
ん
な
で
記
念
撮

影
を
し
て
「
は
い
、
ポ
ー
ズ
！
」。
感

想
を
聞
く
と
「
涼
し
か
っ
た
」「
疲
れ

た
」
が
印
象
的
で
し
た
。
お
世
話
に

な
っ
た
皆
さ
ん
、有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
那
賀
川
を
学
ぶ
講
座
：
第
12
回
目
」

８
月
31
日(

㈯
、
阿
南
商
工
会
議
所
、

出
席
者
19
名

　

一
年
間
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
も
い
よ
い

よ
最
終
回
。
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
那
賀
川
の
歴
史
や
水
害
、

自
然
環
境
、
河
川
整
備
の
仕
組
み
な

ど
学
ぶ
講
座
を
こ
の
日
を
含
め
て
計

12
回
、
過
去
の
被
災
地
な
ど
を
訪
れ

る
現
地
視
察
を
２
回
実
施
、
合
計
14

回
の
講
座
で
し
た
。
そ
し
て
今
回
の

講
座
の
内
容
は
、
今
後
に
対
す
る
課

題
と
い
う
こ
と
で
「
流
域
治
水
」、
講

師
は
那
賀
川
河
川
事
務
所
の
北
川
誠

純
事
務
所
長
で
し
た
。

　

流
域
治
水
と
は
、
近
年
甚
大
化
す

る
水
害
の
軽
減
を
目
指
す
た
め
、
河

川
管
理
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

自
治
体
や
企
業
、
住
民
な
ど
、
流
域

に
関
わ
る
す
べ
て
の
関
係
者
が
協
力

し
て
行
う
水
害
対
策
で
す
。
そ
し
て

今
回
の
講
座
の
中
身
は
、
①
那
賀
川

の
流
域
特
性
、
②
流
域
治
水
へ
の
転

換
、
③
流
域
治
水
と
は
、
④
水
災
害

の
自
分
事
化
、
⑤
流
域
治
水
の
実
践

と
深
化
、と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
。

　

今
回
は
最
終
回
で
修
了
式
が
あ
る

た
め
、
グ
ル
ー
プ
討
議
は
や
め
て
質

疑
応
答
の
時
間
に
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
方
、
本
当
に
熱
心
で
、
ず
っ
と
質

問
が
続
き
そ
う
で
し
た
が
、
15
分
で

切
り
上
げ
て
閉
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

本
講
座
の
西
野
賢
太
郎
実
行
委
員
長

と
北
川
事
務
所
長
の
挨
拶
後
、
那
賀

川
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
中
村
貴
志

会
長
よ
り
、
受
講
回
数
半
分
７
回
以

上
出
席
の
方
に
修
了
証
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
修
了
証
は
木
頭

杉
の
板
に
レ
ー
ザ
ー
で
各
自
の
名
前

を
刻
ん
だ
立
派
な
も
の
で
、
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。ち
な
み
に
、

制
作
は
那
賀
町
の
「
山
の
お
も
ち
ゃ

美
術
館
」
で
す
。
最
後
に
は
、
皆
さ

ん
か
ら
感
想
を
言
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、「
た
く
さ
ん
の
学
び
が
あ
っ
た
」

と
い
う
意
見
が
多
く
て
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
受
講
生
の
う
ち
３
名
は
、

那
賀
川
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
入

会
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
皆
さ
ん
に
感
謝
で
す
。

ツ
ア
ー
」

し
ょ
う
。
到
着
後
、
た
だ
ち
に
美
味

座
講
座と

題
とは

師
は事

務

純
事流流水

る
水管

川
管治

自
治

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校　

名
誉
教
授　

湯　

城　

豊　

勝

「
な
か
が
わ
探
検
バ
ス
ツ

探
検
バ
ス
ツ

Vol.139

※年間2,000円の会費が必要（10月以降の入会、夫婦で入会いただくと割引になります）

会
員
募
集
中
で
す

阿南市見能林町 ☎ 0884-22-052622-0526   http://toriumi-print.com

阿
南
阿
南南南南南南南南南
工工
業
工
業
工
業
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工

高
等
高
等等等
専
門
学
校

名
誉
教
授

湯

城

豊

阿阿阿阿阿阿阿阿阿

「
那
賀
川
関
連
ニ
ュ
ー
ス
」

　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
夏
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みなみ阿波「想いを継ぐみち」シンポジウム2025開催
～みちがつながり・広がる新たな可能性～

シンポジウム概要

冬の会席料理  ¥5,000より各種（税・サ別）

新年会
同窓会 ご予約

受付中
忘年会

〒774-0030　徳島県阿南市富岡町トノ町113-3　Tel:0884-22-0126
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11月23日（日）初開催!!

ご加入ありがとうございました。

※尚、上記掲載につきましては、加入の際に掲載承諾を頂いた事業
所のみ、ご紹介しております。当商工会議所では、組織基盤の強
化を図るため会員の募集をしております。お知り合い、お取引先
などで未加入の事業所・団体がございましたら、是非この機会に
ご紹介頂けますようお願い申しあげます。 

あさひるごはん日々の
★地元食材のやさしい料理で健康と胃袋に寄り添います。
代表／宮内　豊美【飲食業】
阿南市富岡町トノ町28-20　TEL：090-1003-5214

R7．6/21～R7．10/22

員 介紹ごさ
ん新規会

阿波哲
★釣れるまで釣る！をモットーにルアー船をしています。
代表／武知　哲生【遊漁船業】
阿南市中林町横手50-1　TEL：090-5143-2796

P3wave
★想いをデザインで、届けて伝わり、つないでいく。
代表／髙尾　美由姫【デザイン・グラレコ業】
阿南市羽ノ浦町西春日野204　TEL：080-2151-7077

　去る７月４日（金）大阪造幣局博物館見学と天満天神繁盛亭の落語鑑賞に行き
ました。桜の通り抜けで有名な造幣局の博物館では大判、小判などの希少価値の
高い古銭をはじめ東京オリンピックや長野オリンピックの入賞メダルや国民栄誉賞盾
などが展示され、造幣局の貨幣等の歴史を学ぶことができました。
　繁盛亭では10名の落語家が次 と々持ちネタを披露し、生で味わう上方落語の楽
しさや奥深さを知る貴重な体験となった。
　造幣局と繁盛亭を訪れたのは、参加者40名の会員の殆どがどちらも初めてとい
うことで大変喜んでいただけました。お昼は近くのホテルでランチバイキングを楽し
み、帰りのバスの中ではビンゴゲームなど充実したスケジュールで参加者全員満足
感いっぱいの一日研修となりました。

※新たに創設された
　「奨学金制度」あり!!

六級海技士（航海）第一種短期養成科　－徳島阿南校－
募 集 期 間 2025年10月21日㈫～12月２日㈫
選考試験日 2025年12月11日㈭
訓練実施期間 2026年１月27日㈫～６月26日㈮
訓練実施場所 阿南市商工業振興センター（徳島県阿南市）

定 員 12名
※最小催行人数に満たない場合は中止する場合があります。

※新たに創設され
「奨学金制度」ああり!!

れた
あり!!

海で働く！海で働く！
海が職場にな

る !!
海が職場にな

る !!

（一財）尾道海技学院 尾道海技大学校
住所：広島県尾道市栗原東 2-18-43
電話：0848 - 37 - 8111
FAX：0848 -37 - 8110
　：onomichi@marine-techno.or.jp

入学願書提出先
尾道海技大学校 徳島阿南校 事務局
住所：徳島県阿南市向原町下ノ浜1-7
電話：0884 - 24 - 8643
FAX：0884 - 23 - 5093
：kaigigakuin.ananbunkou@gmail.com

お問い合わせ先

消費者協会だより ～一日研修旅行の思い出～

2026年
１月開講

　「チケット片手に富岡の街を食べ歩き・飲み歩きで、今まで知らなかった
お店や入ったことのないお店で、仲間との出会いを楽しみませんか？」
　１セット５枚綴りのチケットをご購入してご参加ください。
■前売り券販売先は上記まちバルHP（QRコード）をご確認ください
前売り券：4,500円（～11月20日まで）
当 日 券：5,000円　販売先　阿南駅前本部テント 15:00～21:00
　　　　　　　　　　　　　 阿南市観光協会　　 11:00～17:00
■開幕セレモニー：11月23日㈰ 16:15～16:30　会場：阿南駅前広場
「ふるまい酒」をご用意しています。本部テントにて「まちバルチケット」
の半券を提示していただくと、ふるまい酒又はソフトドリンクを無料プ
レゼントいたします。（無くなり次第終了）

■参加店舗15店舗（まちバルHPをご確認ください）
■同時開催
「ほろよいライブ」も街のあちらこちらで見られるかも？
ライブ広場：阿南駅前広場・阿南駅前芝生広場・阿波銀行前駐車場
詳しくはHP・インスタをご確認ください。
主催：阿南まちバル実行委員会・阿南商工会議所　TEL0884-22-2301

まちバル
ＨＰ

まちバル
Instagram

発
行
者
：
阿
南
商
工
会
議
所
　
会
頭
：
兼
松
　
功
　
〒
774-0030 徳

島
県
阿
南
市
富
岡
町
今
福
寺
34-4　

tel.0884-22-2301　
fax.0884-23-5717

https://anancci.or.jp　
E-m
ail  anancci@

anancci.or.jp　
印
刷
：
鳥
海
印
刷
㈲
　
阿
南
市
見
能
林
志
ん
じ
ゃ
く
　
価
格
：
一
部
100円

（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
む
）

令
和
７
年
11月

14日
発
行
 （
奇
数
月
発
行
）　

V
ol.335

お問い合わせ
阿南市青色申告会　TEＬ：0884－22－2301

阿南市青色申告会 会員募集 !阿南市青色申告会 会員募集 !
　青色申告会では、個人事業主の皆様に適正な申告を行っ
ていただくために記帳から決算・確定申告までの指導等、お
手伝いをさせていただいております。是非ご入会ください！！
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